
・浮気城の土塁について教えてください



当時の服装





時房の最後のことばは分かりません



浮気城は堀と土塁で二重に囲まれた平城であったと考えら

れており大きさは不明である

神社祀って

いるもの

神社を作った人



浮気城の土塁



・住吉三神（すみよし さんじん）

底筒男命（そこつつのおのみこと）、中筒男命（なかつつのおのみこと）、表筒男命（うわつつのおのみこと）の総

称である。住吉大神ともいうが、この場合は住吉大社にともに祀られている息長帯姫命（神功皇后）を含めるこ

とがある。海の神、航海の神、また和歌の神とされる。

かつての神仏習合の思想では、それぞれ薬師如来（底筒男命）、阿弥陀如来（中筒男命）、大日如来（表筒男命）を本地と

・住吉神社の「住吉」という、名前の由来

住吉は、元は「すみのえ」と読んだ[1]。住吉の「吉」は古来では「エ」と読み、
「住」（スミ）と「吉」（エ）の間に助詞の「ノ」を入れて、「住吉」は「スミノエ」と読んだが、

平安時代の頃から「スミヨシ」と読むようになった。スミノエとは「澄んだ入り江」のことであり[要出典]、
澄江、清江とも書いた。



浮気の火祭りについて教えてください。
火祭りのいわれについて教えてください。
たいまつの大きさについて教えてください。
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